
（別紙）

｢第４回森林における生物多様性保全の推進方策検討会｣における主な意見

平成２１年５月２１日 木曜日 に開催された 第４回森林における生物多様性保全の推（ ） 「

進方策検討会」について、委員から以下のような意見が出された。

・生物多様性に富んだ森林とは、どういうものなのか、わかりやすい定義が必

要。また、森林の生物多様性を保全することが私達の暮らしにどのように関わ

りを持つのかを具体的に伝えるべき。

・自然災害そのものが生物多様性の阻害要因になるということは誤解を招く恐

れがあり、むしろ様々な事例から見ても、自然災害がマイナス要因となるより

も、生物多様性の維持に貢献しているのではないか。

・猛禽類の繁殖率の低下の要因として、若齢林の減少は一面的なものにすぎず、

餌となる小動物の減少など様々な要因が影響している。また、南方からの夏鳥

の減少が問題であり、COP10 を機会に渡り鳥の越冬する熱帯林の保全を主張して

も良いのではないか。

・生物多様性の保全のためには人為を加えないことが一番良いとの一般的な誤

解を解き、人工林でも適切に手入れをすれば生物多様性に貢献することをPRす

べき。森林の生物多様性の保全を阻害する要因としては、森林所有者による適

正な森林の管理が滞っている現状を踏まえた対応が必要である。

・森林の生物多様性を保全するためには 森林施業管理の基盤となる林道・作、

業道などの路網整備が必要。また、渓流環境の保全という観点から、治山事業

における対応の考え方についても言及する必要があるのではないか。


